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エクセレントパートナーズの成長戦略―１５ 

他社の 10 年を 1 年で経験 

“第二の人生の伴走者”としてエクセレントパートナーズを選んだ小池鉄平。仲間を増やして一緒にビジ

ネスを展開し、成功して夢を実現していく為にはいくつかのポイントとノウハウ、そしてベースとなる

人間性が必要だ。その人の立ち振る舞いや雰囲気も商品の魅力向上につながる。 

 小池は自らの体験から得た知識やノウハウを、惜しみなく仲間に伝える。そこに堅苦しさはない。小

池自身が「楽しくなければついてこない」と考えているからだ。小池も巧みな話術で話に引き込む。初

対面でも気さくに話し、旧知の友人のようなうち溶けた雰囲気になる。「実はおしゃべりなんです」と、

本人がいうように心から楽しそうに話し、おしゃべり好きな一面をみせる。 

 一方では、小池が描くリーダー像があり、緻密な考えも反映させる。「人間は現状維持を望むが、こ

れを取り払う意識が必要」と言い、自分を磨く事も忘れていない。ミーテングの時は、誰よりも先に会

場に入り椅子を並べる。後片付けも必ず行う。 

 「カジュアルな時代ゆえ、ジーパンやＴシャツで参加する方も多いが、私はスーツ。靴、帽子も良い

ものを着用するようにしている」と、身なりにも気を配る。それは自らのスタイルであるとともに、相

手への敬意や紹介者への礼儀である。 

 管理だけで人はついてこない。といって、リーダー意識がなければ組織は育たない。リーダーとは心

のあり方が最も重要で、自らのメンタルトレーニングであり、心の中の天才を見つけることだ、と小池

はいう。また、組織作りは人づくりであると指摘し、人間形成ビジネスそのものだと断言する。 

 エクセレントパートナーズのビジネスは情報を伝える“波及ビジネス”であり、フォロービジネスだと

説く小池。それゆえに、教育関係の人や育児にかかわったことのある女性にとても向く業種なのだ。 

 人間関係が希薄になっている社会で仲間が存在する豊かさ計りしれない。「頼られるのもうれしいし、

悩みがあるときに電話できる相手がいるのはうれしいじゃないですか」。都会の孤独死などが問題にな

っているが、同社の仲間には無縁だ。 

 そしてここでは自らの成長の軌跡が実感できる。「自分を成長させる事ができます。その1年の成長

は他社の10年に匹敵します」 

 出会いの場は自らの成長の場でもあり、人生を豊かにするステージでもある。（敬称略） 

※ 平成21年9月10日 Fuji Sankei Business i. より転載しました 
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